























水性に優れ、低濃度での洗浄力が高い。LAS と AE は







　洗浄効率には洗剤の種類 2）、濃度 2）、洗浄温度 2）、
時間、浴比、機械力 3）が影響するので、これらの条
　件を整えて比較検討する必要がある。
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The efficiencies of the detergency of seven commercial detergents were measured by the standard 
method of detergency measurement. It was found that the efficiency was determined solely by the 







































えると cmc が低下する 4）ことが分かっている。F と
G を除いて A から E までの洗剤はすべて界面活性剤
が 2 ～ 3 種入っている混合物だが、LAS や脂肪酸塩









メーター TM-4 を用い、洗浄時間 10 分、すすぎ 3 分




　2 － 3 の条件で洗浄した布を乾燥して、洗浄前後の
人工汚染布の表面反射率を、コニカミノルタ社製白色
























種類 含有量 / ％
A 0.08 LAS、AE 25




D 0.07 AE、LAS、脂肪酸塩 35
E 0.03 MEE、LAS、脂肪酸塩 35












ら、（2）式で洗浄効率 DK/S が求められる 5）。
　DK/S ={（K/S）S－（K/S）W}/{（K/S）S－（K/S）0}×100 （2）
ここで、K は吸光係数、S は光の散乱係数、R は表面
反射率、（K/S）S は（1）式から算出した人工汚染布の K/S




　図１に、市販洗剤 A ～ G の 30 ± 2℃での洗浄効率
を示す。洗浄試験機はターゴトメーターである。洗剤











最も高いのは洗剤 B と G で D がそれに続く。次いで
A、、C 、E で、最も低いのが F であった。洗剤濃度を
見ると、B と A は 0.08％と同じであるのに、洗浄効
率は B が高い。G は、洗浄効率は高いが使用濃度が
最も大きく 0.1％である。D と F も 0.07％と使用濃度
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